
☆大宮国祭大賞＆企画賞   

３年２組 

『ゲシュペンスト・ヴォーンハオスの屋敷 

～メイドの囚われた 300年～ 

１７００年代ごろ考古学者として活躍し 

たゲシュペンスト・ヴォーンハオスの屋 

敷を舞台にした脱出ゲーム。 

 

☆MOIS大賞   

４年１組 

『シューティングゲーム ワールドツアー』 

 

世界旅行気分でシューティング 

ゲームを楽しめる、一度で二度 

おいしいアトラクション企画。 

☆   

４年４組 

『YON FES』 

 

今まで制限され続けた生徒たちのエナ 

ジーを一緒に開放したバンド演奏やダ 

ンスなどのステージ発表企画。 

 

 

 

◆大宮国祭 

３月１７日（金）、１８日（土）に文化的行事である大宮国祭が行われました。１８日の一般公開では数多くのお客様

にご来校いただき、楽しんでいただきました。悪天候にも関わらず足を運んでいただきありがとうございました。 

各クラス趣向を凝らし、大テーマである「世界」、小テーマである「文化」を体現した企画を実施していました。

「MOIS にしかつくることのできない学校行事」という目標を、生徒一丸となって達成できたのではないでしょうか。ま

た、生徒、教員、来場者の皆様の投票により各賞の受賞クラスが以下のように決定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教員賞＆校長賞                                   

                                                 

                                                 

                                                 

                                                 

 

 

 

 

また、大宮国祭２日間を終えて、実行委員長の綾部さんに振り返りをしてもらいました。その内容を掲載します。 
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大宮国祭実行委員長の綾部です。 

第１回大宮国祭は、先日無事終了しました。まずは生徒の皆さん、本当にお疲れ様でした。そしてご来場くださった保護者の皆

様、ありがとうございました。MOIS生は、この２日間のために半年間、準備をしてきました。 

初めての大宮国祭ということで、何もかもがゼロからのスタートでしたが、生徒一丸となって協力し、ここまで辿り着くことがで

きました！ 

一般公開では、雨天にも関わらず、たくさんのお客様にご来場いただき、非常に嬉しく思います。 

これが MOIS の伝統となっていけるよう、準備・当日含めて振り返りをしっかりと行い、良かった点は来年度以降へ生かし、課

題点は改善していきたいです。 

改めて、２日間ありがとうございました！                                    大宮国祭実行委員長 ４年４組綾部 真宙 

＊大宮国祭大賞…来場者の方に投票していただき、１位だ

った企画 

＊MOIS 大賞…MOIS 生徒が１日目終了時点で投票し、1

位だった企画 

＊企画賞…企画審査班内で最も企画が素晴らしいと判断

した企画 

＊教員賞…本校教員が投票し、１位だった企画 

＊校長賞…本校校長が素晴らしいと判断した企画 



◆修了式・MYP認定式・離任式 

３月２４日（金）に修了式・MYP 認定式を体育館で行いました。１年間の総まとめとなる修了式では、生徒一人一

人が真剣な表情で式に臨み、この１年間を振り返っていました。MYP 認定式では４年次生１５０名に MYP 認定証が

授与され、代表として久保舞夏さんが登壇し、認定証を受け取りました。４月からはそれぞれが自身の目標に向けて

各コースに進みます。５年次生となる１期生の新たなチャレンジに期待してください。 

また、本校では初めてとなる離任式も行われました。離任される先生方が紹介されると、生徒からは驚きと寂しさ

の声があがっていました。最後には様々な場面でお世話になった先生方へ、生徒から感謝の気持ちを込めて花束が

手渡されました。 

 

 

 

 
 

   IB Column  Looking toward the new year      IBコーディネータ：Brad Semans 

Congratulations to all of our students on completing the school year at MOIS. Looking back on the 

year, there were many challenges to overcome. Each grade at MOIS challenged students to manage 

their own schedules in order to complete a wide range of summative assessment tasks. A rigorous 

academic program is essential for preparing students for success in their future endeavors. Such a 

program challenges students to develop critical thinking skills, problem-solving abilities, and a 

strong work ethic, which are essential for success in higher education and the workforce. 
  

A rigorous academic program also provides students with a strong foundation in core subjects such 

as mathematics, science, and language arts, which are necessary for pursuing a wide range of 

careers. It prepares students for the demands of college-level coursework and equips them with the 

knowledge and skills necessary for advanced studies. 
  

Students also participated in various kinds of volunteer work through the school’s Service as Action 

program. Young people who engage in volunteer work are not only helping their communities, but 

also gaining valuable experiences and skills that will benefit them in the long term. Volunteering 

provides opportunities for young people to learn about social issues, develop leadership and 

teamwork skills, and build connections with people from diverse backgrounds. It also allows them to 

explore potential career paths and build their resumes, making them more competitive in the job 

market. 
  

Now, as we start the spring holidays, it is important for the MOIS students to have a good rest 

before the start of the new school year. Rest can be a time for students to engage in activities that 

promote personal growth and development. This can include hobbies, exercise, spending time with 

family and friends, or pursuing other interests outside of academic work. Engaging in such activities 

can help students maintain a healthy work-life balance and improve their overall quality of life. 
  

In short, rest is essential for students to maintain their physical, emotional, and mental health. By 

taking breaks and engaging in activities that promote relaxation and personal growth, students can 

improve their academic performance and overall well-being. 

離任される先生方 

青木 翔先生（社会）    田坂 直美先生（家庭） 

中野 敏之先生（数学）  三上 忠仁先生（理科） 

小林 久枝先生（理科）   



大宮国祭は楽しんでいただけましたでしょうか？生徒たちが一から作り上げた成果には、私たちも安心したとともに誇

らしさも感じられました。本当に体育館を使えて良かったと思います。ご都合が合わず、ご来場が叶わなかった保護者の

方にも、映像を限定で YouTube に公開していますので、是非ご覧ください。先日保護者会でお話しした通り、この学年

には、学校が楽しいと言って通ってくれる雰囲気が出来ています。保護者の皆さまにおかれましても、この学校に入学さ

せて良かったと思っていてもらえれば幸いです。しかしながら、それだけではないということも熟知しています。次年度に

は、生徒にも、我々にも、目指すべき姿、達成すべき目標があります。しっかりと現在の課題に向き合い、教員一丸となって

取り組んでまいります。これからもよろしくお願いいたします。３月１４日（火）に 

PEの授業の一環でハンドボール大会を行いました。結果は優勝 1組、準優 

勝 4組、第 3位 2組、第 4位 3組でした。ここにその時のクラス集合写真を 

掲載します。1年間本当にお世話になりました。ありがとうございました。 

 

 

 

 

１学年「1年間ありがとうございました」                           １学年担当：佐藤 裕一 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

２学年「大宮国祭」                                            ２学年担当：小澤  星 
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２０２２年度の締めくくりに初めての大宮国祭が開催されました。「世界」をテーマに、ごみを出さない、お金をかけない

などの制約のもと、出し物リーダーを中心に準備をしてきました。短い準備時間の中で、生徒一人ひとりがアイデアを出

しながら制作しました。内容は、1組「喫茶MOIMOI軒」2組「世界の運試し」3組「君にナマステ＆ばかかっこいい日

常」4組「逆翻訳劇場」です。出し物の運営や他学年の出し物の観覧から、成長できた面があると思います。来年は最

後の義務教育の年です。大宮国際で身についた力を活かし、さらに成長した姿を保護者の皆様にお見せできるように、

サポートしていきたいと思います。来年度もご協力よろしくお願いいたします。

 



 

 

３学年「１年間を終えて」                                       ３学年担当：窪田  悠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４年次「第１回 大宮国祭」                                      ４年次担当：中村 一雅 
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２０２２年度が終了しました。義務教育最後の１年間は、学習面はもち 

ろんのこと、精神的にも成長できた、充実した時間を過ごすことができた 

と感じています。その集大成ともいうべき行事である“大宮国祭”では、各 

クラスが協力し合って出し物をやり遂げ、楽しい思い出をつくることがで 

きたようです。 

４月からはいよいよ後期課程生となります。お子様のより一層の飛躍に 

向けて、今後もどうぞよろしくお願いいたします。 

 長い時間をかけて準備をしてきた大宮国祭の２日間を無事終えることができました。保護者の皆様、ご協力ありがとう

ございました。準備の時間や使えるものの制限などにより、思い通りのものがなかなか作れないときもありましたが、各

クラスの様々な工夫により、最高学年にふさわしい出し物が作られていたように思います。 

大宮国祭は、４年次生や生徒会が中心となり１年以上かけて準備をしてきた行事です。今年度は大宮国祭実行委員

会を発足し、準備が進められてきました。その過程では様々な苦労があり、それを一つ一つ検討し解決する姿がありまし

た。その姿をずっと見てきたからこそ、今回無事に開催できたことに大きな感動を覚えました。大宮国祭が大宮国際中

等教育学校の新たな文化として根付き、これからも本校を象徴するような行事になっていってほしいと思います。 

3学年副主任より 

前期課程最高学年としての自覚と成長を感じられた Semester2でした。

MOIS初めての文化的行事『大宮国祭』では、各クラスで趣向を凝らした出し

物を企画し、大きな達成感や充実感を得られたようでした。また年度末の学年レ

クリエーションでは「前期課程修了式」を自分達で企画し、学年生徒全員分のオ

リジナル修了証を作成しました。生徒会、行事の実行委員会、ボランティア活動

など、やりがいをもって自ら参加する生徒も多くいました。親しい友人だけの人間

関係で終わらせることなく、クラス・学年・学校で協力できる集団になっていく頼

もしさを感じました。 

無事に３学年を終えられるのも、日頃の保護者の皆さまのご理解、ご協力の賜

物です。一年間ありがとうございました。後期課程でもよろしくお願いいたします。 

３月４日（土） 保護者会 

先日行われた保護者会では大変お世話になりました。各担当よりお

話させていただいた内容の一部を紹介させていただきます。 

※当日の説明動画については後日 e-paで配信される予定です。 

  お時間がある際にご確認ください。 

□校長より（進路に関するMOISの方針について） 

□生徒指導部より（昼食の売店利用・アルバイトなどについて） 

□３学年副主任より（５年次各コースの特徴） 

□教務部より（教科書販売・年間指導計画・履修と習得について） 

□事務室より（授業料等の引き落としについて） 

□IB研究部より（NZ語学研修に関する変更点） 


